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研究成果の概要（和文）：　本研究では，モノリシックジルコニアクラウン治療の前向き臨床調査を行い，発生
したトラブルおよび臨床的有用性の検討を行った．調査期間は、2014年4月から2018年7月までとした．3.5年の
累積成功率と生存率を主要エンドポイントとして設定した．調査期間中，40個のモノリシックジルコニアクラウ
ンが装着された．トラブルは４症例であった．カプラン・マイヤーによる3.5年の累積成功率と生存率はそれぞ
れ90.5％と92.8％であった．
　本研究結果から，モノリシックジルコニアクラウンの臼歯部への適用には，咬合面クリアランスと対合歯の修
復状態に細心の注意が必要であることを示唆された．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the clinical performance of 
monolithic zirconia crowns in terms of short-term failure or complications. A prospective cohort 
study based on record evaluation and clinical examination of patients treated with tooth-supported 
monolithic zirconia crowns was performed in Japan. The crowns were prepared during the follow-up 
period from April 2014 to July 2018. The 3.5-year cumulative success and survival rates were set as 
primary endpoints. 
During the study period, 40 monolithic zirconia crowns were placed. Four crowns experienced clinical
 complications. The estimated Kaplan-Meier 3.5-year success and survival rates were 90.5% and 92.8%,
 respectively. 
The results of this study suggest that the molar application of monolithic zirconia crowns requires 
detailed attention to interocclusal clearance and the restoration of the antagonist tooth. 

研究分野： クラウンブリッジ補綴学

キーワード： ジルコニア　CAD/CAM　モノリシック
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果から，モノリシックジルコニアクラウンの臼歯部への適用には，咬合面クリアランスと対合歯が部
分的に修復されているかどうかに細心の注意が必要であることが明らかとなった．咬合面クリアランスは，0.5 
mmではクラウン破折の可能性が高いため，支台歯形成時には削除量を0.8 mm以上確保する必要があると考えられ
た．成功率と生存率は約90％と高いため，モノリシックジルコニアクラウンは，臼歯部の修復に効果的なメタル
フリー材料による補綴歯科治療の選択肢となると考えられた．しかしながら，追跡期間が短いため，今後さらな
るエビデンスの蓄積が必要である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
先端材料である高透光性ジルコニアと先端デジタルテクノロジーの融合は，モノリシッ

クジルコニアクラウン・ブリッジ修復の臨床応用を可能にし，その需要は徐々に拡大してい

る．しかしながら最先端の修復方法であるが故に，臨床報告が少なく，またそれらの症例は

系統的な集積，検討がなされておらず，長期臨床報告に至っては未だ渉猟されない． 
以上の背景から，前向き臨床研究を通して予後因子を明らかにし，経時的な歯と歯列，咬

合の変化および機能を追跡し，データの集積を図ることが，長期安定性の高い修復法を得る

ために急務であると考え，本臨床研究を立案した． 
 

２．研究の目的 
ジルコニアは極めて硬く高強度な修復材料である．周囲の歯質が経年的に咬耗・摩耗して

いく中で，硬く摩耗性の乏しい修復材料が存在すると，周囲の摩耗量との差から長期的には

過高咬合や対合天然歯の挺出をもたらす可能性がある．それらの咬合の変化は修復歯や対

合歯に破壊的な力を加えることで，咬合性外傷，顎関節症状，歯の破折，歯周病の進行の要

因となる．したがってモノリシックジルコニアクラウン・ブリッジ修復のリスクコントロー

ルを確実にし，予知性の高い治療へと高めるためには，長期症例を集積し経時的な歯と歯列，

咬合の変化および機能を追跡することが不可欠である．  
そこで本研究では予知性の高いモノリシックジルコニア修復の実現を目指し，前向き臨

床調査を行い，歯列・咬合面形態の変化と咬合接触状態・咬合力・咀嚼能力などの機能の変

化を追跡することで，長期予後を得るための要件を解明する． 
 

３．研究の方法 
本研究は，東北大学大学院歯学研究科研究倫理委員会の承認を受けて行われた（承認番

号：26-17）．対象は，2014 年 4 月から 2018 年 7 月までの 52 か月間に，東北大学病院咬合

修復科において，臨床経験 5 年以上の歯科医師 5 名が，顎口腔機能の異常とその既往を認

めない患者に装着したモノリシックジルコニア補綴装置とした．対合歯の欠損した症例は

除外した．補綴装置は通法に従い，イットリア安定化正方晶ジルコニア（Cercon ht, Dentsply 

Sirona K. K.）を用いてモノリシックジルコニアクラウンを製作し，各種接着性レジンセメン

トを用いて装着した．治療開始，補綴装置装着およびリコール時に，補綴装置，支台歯およ

び対合歯における臨床的トラブルの有無を診査した．臨床的アウトカムを短期予後に設定

し，主要エンドポイントを 3.5 年累積成功率および補綴装置の累積生存率とし，Kaplan-Meier
法を用いて解析した．統計解析には JMP Pro14.2.0（SAS Institute Inc.）を用いた．また，装

着時から約 6 か月毎に咬頭嵌合位にてインターオクルーザルレコード（ブルーシリコーン

ローフロー，GC）を採得し，歯接触分析装置（バイトアイ BE-I, GC）にて咬合接触面積の

評価を行った． 

 

４．研究成果 

調査対象の補綴装置は，クラウン 40 装置であった．対象患者は 13 名（男性 4 名，女性 9
名）で，装着時平均年齢は 53.1 歳であった．追跡期間は最大 4.3 年（平均 2.0±1.0年）であ

った．その間に発生した臨床的トラブルは 4 症例で，2 症例が装着したクラウンの破折（図

1），1 症例が対合歯の歯質部分の破折，1 症例がクラウンの摩耗であった．クラウンの破折

は装着後 1.5 年に咬合面中央部から近遠心的に生じた．破折部の最小厚さは 0.6 mm であっ

た．破折原因は支台歯のクリアランス不足と考えられたため，支台歯を削除し装置を再製作

した．治療の 3.5 年成功率は 90.5%（95%信頼区間：73.1-97.1%），補綴装置の生存率は 92.8%
（95%信頼区間：74.1-98.3%）であった（図 2）． 

 
 



 

継続的にインターオクルーザルレコードが得られた患者 8 名における咬合接触面積につ

いて，明らかな経時的変化は認めなかった（図 3, 4）． 
 

本研究の結果から，モノリシックジルコニアクラウン・ブリッジを最後臼歯へ適用する際

には，支台歯のクリアランスや対合歯の状態について特に十分な検討が重要であると考え

られた．今回の調査は短期間であるため，今後さらなるエビデンスの蓄積が必要である． 
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図 4 患者 8 名による咬合接触面積の経時的変化 

図 1 クラウン破折症例の一例 
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図 3 インターオクルーザルレコー
ドの一例（a：装着時，b：0.5 年後，
c：1 年後，d：1.5 年後） 

図 2 カプランマイヤー曲線

（赤：成功率，青：生存率） 
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